






















Ⅰ-Ⅴ族化合物半等体 β - ZnP2単結晶の､ E//C偏光での反射





る構造は､温度が 2Kか ら80Kまで上昇するに従 って､ themal
broldeningによってつぶれてゆくのは対 し､ n=1の準位による構
造は逆に欽くなってゆく｡ 一方､ 不純物や格子欠陥 に束縛された'励










る反射スペク トルの解析を行 ってみると､ 結晶表面付近で励起子分
極が0になる宮城 (deadlayer)を考えたとき､温度が上昇すると
ダンピングが増加 しなが ら､ 構造が就 くなるという結果が得られた｡
このことは､ 励起子ポラリ トンのダンピングに対 して女配的なのは
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フォノン散乱であ り､ 不純物や欠陥の影響は小 さいことを表してい
る｡ また､ この反射スペ ク トルの解析によって､ 励起子の重心質量
M=3m｡(孤..･電子質量 ), 励起子の縦横分裂幅 ELT=4.75




荒 木 教 司
物質によって杜.例えば有機物超伝導体の単抵晶のように.敬′一
な試料 しか得 られないものがある. とこ ろで. そのような微′トな試
料の磁化を軸定 しなければならない場合.一般に.試料全体磁気モ
ーメントが′トさいので従来の方法では測定できない.
最近.新 しい硫化測定法が捷某された. こ の方法は,力学的方法
であるファラデー法の応用である. それは試料を.例えば金線のよ
うに.尋遇のあるワイヤ ーで固定 した可動な一方の極 としたコデ ン
サーを作 り.磁場をかけ. その容量の変化か ら磁化を求める方法で
ある. これにより微少な試料の磁化 を容易に求めることがで きる.
また.従来のファラデー法で虻磁気天秤を用いるため.完全 な気密
を必衰 とする3Heを使 う温度では実際には測定ができない. しか し.
こ の方法ではコンデンサ ーを小さく作 り.デ ュワー内に置 くこと七.
微小な試料の磁化を低温で容易に柵定できる. また,試料を固定す
るワイヤーに磁性の無我 できるものを選べば強磁場での測定 も可能
なものとな り. さらに. そのワイヤーの弾性 を調節すれば. いろい
ろな磁場の下で湘定が可能である.






単に臨界温度,海界磁塙等の情報が得 られる こ とを示す.
第二の応用は有機物伝導体の伝'導電子反磁性磁化率の測定である.
こ の磁化率 は超伝導反磁性磁化率よ りも測定条件が生えは測定が可
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